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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 82,258 12.7 9,095 23.7 9,080 23.8 6,338 27.2

2021年３月期 72,988 △14.0 7,351 △29.4 7,334 △29.0 4,983 △26.0

（注）包括利益 2022年３月期 6,334百万円（26.9％） 2021年３月期 4,993百万円（△26.0％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 193.93 － 11.2 10.9 11.1

2021年３月期 152.46 － 9.6 8.6 10.1

（参考）持分法投資損益 2022年３月期 －百万円 2021年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 82,659 58,917 71.3 1,802.55

2021年３月期 84,375 53,869 63.8 1,648.14

（参考）自己資本 2022年３月期 58,917百万円 2021年３月期 53,869百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 22,215 7 △9,675 35,543

2021年３月期 8,069 △89 △6,780 22,996

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 22.00 － 22.00 44.00 1,438 28.9 2.8

2022年３月期 － 24.00 － 24.00 48.00 1,568 24.8 2.8

2023年３月期（予想） － 24.00 － 24.00 48.00 31.4

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 85,000 3.3 7,500 △17.5 7,500 △17.4 5,000 △21.1 152.97

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）



（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期 34,646,500株 2021年３月期 34,646,500株

② 期末自己株式数 2022年３月期 1,961,157株 2021年３月期 1,961,157株

③ 期中平均株式数 2022年３月期 32,685,343株 2021年３月期 32,685,343株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 60,193 △3.9 6,412 10.8 6,799 10.4 4,888 11.9

2021年３月期 62,626 △16.9 5,784 △36.0 6,160 △34.5 4,369 △30.2

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期 149.57 －

2021年３月期 133.70 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 66,348 53,079 80.0 1,623.96

2021年３月期 72,959 49,456 67.8 1,513.11

（参考）自己資本 2022年３月期 53,079百万円 2021年３月期 49,456百万円

※ 注記事項

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要

１．2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）個別財政状態

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（決算説明会資料の入手方法について）

機関投資家向けに行っておりました決算説明会に代えて、2022年3月期末の決算説明動画及びその説明資料を、

決算発表後に当社ホームページに掲載する予定です。
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区分

前連結会計年度
自　2020年４月１日
至　2021年３月31日

当連結会計年度
自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

戸数
（戸）

金額
（百万円）

戸数
（戸）

金額
（百万円）

前年比
（％）

前年比
（％）

ガーラマンションシリーズ 969 26,006 113.9％ 1,201 30,309 116.5％

ガーラ・レジデンスシリーズ 173 7,812 86.7％ 230 9,456 121.0％

中古マンション 871 21,484 58.9％ 1,025 25,174 117.2％

不動産賃貸収入 － 7,057 103.7％ － 7,040 99.8％

その他収入 － 179 88.8％ － 267 149.0％

合計 2,013 62,540 83.0％ 2,456 72,249 115.5％

１．経営成績等の概況

（1）当期の経営成績の概況

① 当期の経営成績

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、政府による積極的な

ワクチン接種の促進をはじめとした感染対策により、経済社会活動の正常化が進み、景気の持ち直しの動きがみら

れております。一方で、世界的な半導体不足や原材料・原油価格の高騰、急激な金融資本市場の変動に加え、ウク

ライナ情勢等の地政学リスクにも十分留意する必要があります。

首都圏のマンション市場におきましては、当連結会計年度のマンションの新規供給戸数は前年同期比13.2％増の

３万2,872戸となり、また、購入需要についても、同期間の平均初月契約率が72.9％と好調の目安となる70％を上

回るなど、購入需要は底堅く推移しております。（数字は株式会社不動産経済研究所調べ）

　当社グループの主要事業領域である資産運用型分譲マンション市場におきましては、単身者を中心とした首都圏

の賃貸需要は底堅く、購入需要についても、安定した収益が期待できる運用商品として認知度が高まり、低金利に

も後押しされ、堅調な状況が続いているものと認識しております。しかしながら、新型コロナウイルス感染症の再

拡大に伴う影響について、引き続き留意する必要があります。

　このような経営環境のもと、当社グループは、首都圏において、資産運用としての多彩なメリットを提供する

「ガーラマンションシリーズ」及びファミリー向けマンションの自社ブランド「ガーラ・レジデンスシリーズ」の

開発・販売の拡大、顧客サポート体制の充実、ブランド力の強化を図り、グループ企業価値の向上に全力を尽くし

てまいりました。また、新型コロナウイルス感染症の影響が続くなか、ITを活用した重要事項説明やＷＥＢセミナ

ーなどの非対面による営業手法をはじめ、感染症拡大防止のための諸施策を講じながら事業の推進に努めてまいり

ました。

　以上の結果、売上高822億58百万円（前連結会計年度比12.7％増）、営業利益90億95百万円（前連結会計年度比

23.7％増）、経常利益90億80百万円（前連結会計年度比23.8％増）、親会社株主に帰属する当期純利益63億38百万

円（前連結会計年度比27.2％増）となりました。

　なお、当社グループは、グループ経営機能と事業の執行機能を分離し、強固なガバナンス体制の構築を図ること

を目的として、2021年10月１日付で持株会社体制に移行し、同日付で当社の商号を株式会社ＦＪネクストホールデ

ィングスに変更いたしました。これにより、当社はグループ全体の成長へ向けた経営戦略を策定する持株会社とな

り、同年４月１日付で新たに設立した株式会社ＦＪネクストが当社の不動産開発事業を承継いたしました。事業会

社は各社の権限と責任のもと、意思決定の迅速化を図り、それぞれの専門性を追求することで、事業の更なる成長

を目指してまいります。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

　なお、当連結会計年度より、報告セグメントの区分を一部変更しており、前年同期比については、前年同期の数

値を変更後の報告セグメントの区分に組み替えて算出しております。

（不動産開発事業）

　当連結会計年度は、「ガーラ・シティ品川西大井」、「ガーラ・リバースクエア横濱南」、「ガーラ・レジデン

ス葛西」などの新築物件の販売に注力するとともに、中古マンションの販売も積極的に行ってまいりました。

以上の結果、新築マンション売上高397億66百万円（1,431戸）、中古マンション売上高251億74百万円（1,025

戸）、不動産賃貸収入70億40百万円、その他収入２億67百万円となり、不動産開発事業の合計売上高722億49百万

円（前連結会計年度比15.5％増）、セグメント利益75億36百万円（前連結会計年度比28.4％増）となりました。

売上高等内訳
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（注）１　「ガーラ・レジデンスシリーズ」には、共同事業形態によるプロジェクトのうち、当社の持分相当部

分である60戸を含んでおります。

（注）２　当連結会計年度より集計区分を変更しており、比較を容易にするため、前連結会計年度の数値を変

更後の集計区分に組み替えて記載しております。なお、前連結会計年度の売上高合計額が2021年５月

10日発表の「2021年３月期　決算短信」に記載の金額と相違しておりますのは、報告セグメントの区

分を一部変更したことによるものであります。

（不動産管理事業）

　当連結会計年度は、自社グループ開発物件の新規管理受託により管理件数が増加し、賃貸管理戸数は17,432戸、

建物管理棟数は327棟となりました。

　以上の結果、不動産管理事業の売上高は34億85百万円（前連結会計年度比10.2％増）、セグメント利益８億82百

万円（前連結会計年度比1.8％減）となりました。

（建設事業）

　当連結会計年度は、マンション建設及び大規模修繕工事を中心に受注は堅調に推移し、また工事についても概ね

計画どおりに進捗しました。

　以上の結果、建設事業の売上高は53億71百万円（前連結会計年度比14.0％減）となり、また完成工事利益率の向

上により、セグメント利益６億46百万円（前連結会計年度比9.1％増）となりました。

（旅館事業）

　当連結会計年度は、緊急事態宣言発令下における国内での移動自粛等の影響を受けて、稼働率は低迷したもの

の、高価格帯の客室を中心に回復基調で推移いたしました。

　以上の結果、旅館事業の売上高は10億95百万円（前連結会計年度比10.1％増）、セグメント損失20百万円（前連

結会計年度は39百万円の損失）となりました。

　（その他）

　　当連結会計年度の売上高は56百万円（前連結会計年度比17.9％増）、セグメント利益38百万円（前連結会計年度

　比40.1％増）となりました。

② 次期（2023年３月期）の見通し

今後の見通しにつきましては、政府の各種政策の効果等により、景気の持ち直しが期待されるものの、新型コロ

ナウイルス感染症による影響や地政学リスクの高まり、原材料価格や原油価格の継続的な高騰などにより、依然と

して予断を許さない状況が続くと考えております。

　このような状況において、当社グループは、採算性を重視した積極的な仕入れ並びにＩＴを利活用した営業手法

の採用、社会やお客様のニーズを適確に捉えた販売チャネルの開拓など様々な取り組みを行い、企業としての成長

力を高めてまいります。

　以上により、不動産開発事業におけるマンション販売戸数は2,500戸を見込み、これに不動産管理事業、建設事

業及び旅館事業の収入を加え、2023年３月期の売上高は850億円（当連結会計年度比3.3％増）を計画しておりま

す。

　一方、利益面につきましては、各セグメントにおいて一定程度の原材料価格の上昇を見込んでいること、さらに

不動産開発事業において、顧客ニーズの高まりによる中古マンションの販売戸数増を見込んでいること等により、

営業利益75億円（当連結会計年度比17.5％減）、経常利益75億円（当連結会計年度比17.4％減）、親会社株主に帰

属する当期純利益50億円（当連結会計年度比21.1％減）を計画しております。

　不透明な状況が続いておりますが、首都圏の賃貸需要については単身世帯の増加を背景に、今後も底堅く継続し

ていくものとみており、当社グループは自社ブランド「ガーラマンションシリーズ」、「ガーラ・レジデンスシリ

ーズ」の継続的な開発、供給を行うとともに、販売・サービス体制の充実を図ってまいります。

　なお、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。引き続き当社グループの事業への影

響を慎重に見極め、今後修正の必要が生じた場合には速やかに開示いたします。
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（2）当期の財政状態の概況

①　資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当連結会計年度末における流動資産は700億８百万円となり、前連結会計年度末に比べ26億68百万円減少いたし

ました。主な増加は、現金及び預金124億56百万円、仕掛販売用不動産26億12百万円であり、減少は販売用不動産

149億27百万円であります。固定資産は126億51百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億52百万円増加いたしま

した。これは主に、販売用不動産の一部について保有目的を変更したことに伴い、販売用不動産を有形固定資産へ

振替えたことによるものであります。この結果、総資産は826億59百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億15

百万円減少いたしました。

（負債）

　当連結会計年度末における流動負債は108億64百万円となり、前連結会計年度末に比べ26億99百万円減少いたし

ました。主な増加は、未払消費税等９億24百万円、未払法人税等８億58百万円であり、減少は１年内返済予定の長

期借入金36億32百万円であります。固定負債は128億78百万円となり、前連結会計年度末に比べ40億63百万円減少

いたしました。これは主に、長期借入金が40億59百万円減少したことによるものであります。この結果、負債合計

は237億42百万円となり、前連結会計年度末に比べ67億63百万円減少いたしました。

（純資産）

　当連結会計年度末における純資産合計は589億17百万円となり、前連結会計年度末に比べ50億47百万円増加いた

しました。主な増加は親会社株主に帰属する当期純利益63億38百万円であり、減少は剰余金の配当15億３百万円で

あります。この結果、自己資本比率は71.3％（前連結会計年度末は63.8％）となりました。
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2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期

自己資本比率（％） 62.0 61.8 58.0 63.8 71.3

時価ベースの自己資本比率

（％）
44.3 38.4 30.8 43.5 39.1

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率（％）
- - 2,667.4 258.0 57.0

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍）
- - 16.4 81.6 267.4

②　当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ125億47百万円増加し、355億43百万円と

なりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により獲得した資金は222億15百万円（前連結会計年度は80億69百万円の収入）となりました。主な収

入は、たな卸資産の減少額109億85百万円、税金等調整前当期純利益90億90百万円、売上債権及び契約資産の減少

額21億93百万円であり、主な支出は法人税等の支払額19億97百万円であります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により獲得した資金は７百万円（前連結会計年度は89百万円の支出）となりました。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により支出した資金は96億75百万円（前連結会計年度は67億80百万円の支出）となりました。主な収入

は、事業用地の購入資金対応のための長期借入れによる収入56億90百万円であり、主な支出は、プロジェクトの完

成等に伴う長期借入金の返済による支出133億82百万円、配当金の支払額15億３百万円であります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注）１．いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

　　　２．株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

　　　３．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

　　　４．有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としており

ます。

　　　５．2018年３月期及び2019年３月期の「キャッシュ・フロー対有利子負債比率」、「インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ」については、営業キャッシュ・フローがマイナスのため、記載しておりません。

（3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社は、株主に対する利益還元を経営の重要課題の一つと認識し、積極的な事業展開のための内部留保、財務バラ

ンス等を総合的に勘案の上、継続的かつ利益に応じた安定的な利益の配分を行うことを基本方針としております。

　この基本方針に基づき、当期の業績、及び次期以降の中長期的な事業展開等を慎重に検討いたしました結果、当連

結会計年度（2022年３月期）の期末配当につきましては、普通配当１株当たり24円とし、すでに実施済みの中間配当

24円とあわせますと、年間配当は１株当たり48円となります。また、次期連結会計年度（2023年３月期）の配当につ

きましては、中間、期末ともに１株当たり24円（年間配当１株当たり48円）を予定しております。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、国際的な事業展開や資金調達を行っておりませんので、日本基準に基づき連結財務諸表を作成して

おります。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,137 35,593

受取手形及び営業未収入金 5,739 -

受取手形、営業未収入金及び契約資産 - 2,176

販売用不動産 26,190 11,262

仕掛販売用不動産 16,413 19,025

未成工事支出金 17 5

原材料及び貯蔵品 47 28

前渡金 592 107

その他 540 1,809

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 72,677 70,008

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,340 7,047

減価償却累計額 △1,138 △1,384

建物及び構築物（純額） 5,202 5,663

土地 4,604 5,169

その他 345 378

減価償却累計額 △270 △301

その他（純額） 74 77

有形固定資産合計 9,882 10,910

無形固定資産 37 44

投資その他の資産

投資有価証券 265 305

繰延税金資産 793 782

その他 718 608

投資その他の資産合計 1,778 1,696

固定資産合計 11,698 12,651

資産合計 84,375 82,659

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,505 1,038

短期借入金 480 -

１年内返済予定の長期借入金 6,912 3,279

未払金 476 504

未払法人税等 812 1,670

未払消費税等 178 1,103

預り金 2,025 2,128

賞与引当金 255 276

その他 916 863

流動負債合計 13,563 10,864

固定負債

長期借入金 13,423 9,363

役員退職慰労引当金 939 816

退職給付に係る負債 712 795

長期預り敷金保証金 1,797 1,816

長期預り金 69 86

固定負債合計 16,942 12,878

負債合計 30,505 23,742

純資産の部

株主資本

資本金 2,774 2,774

資本剰余金 3,054 3,054

利益剰余金 49,240 54,292

自己株式 △1,211 △1,211

株主資本合計 53,858 58,910

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13 34

退職給付に係る調整累計額 △1 △27

その他の包括利益累計額合計 11 7

純資産合計 53,869 58,917

負債純資産合計 84,375 82,659
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

売上高 72,988 82,258

売上原価 55,882 62,518

売上総利益 17,105 19,739

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 1,469 1,790

給料手当及び賞与 3,120 3,470

賞与引当金繰入額 234 253

退職給付費用 70 89

役員退職慰労引当金繰入額 52 54

その他 4,806 4,986

販売費及び一般管理費合計 9,754 10,644

営業利益 7,351 9,095

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 3 5

違約金収入 23 17

受取補償金 32 8

助成金収入 47 19

その他 11 19

営業外収益合計 120 71

営業外費用

支払利息 98 82

支払手数料 36 2

その他 1 1

営業外費用合計 137 86

経常利益 7,334 9,080

特別利益

固定資産売却益 - 10

特別利益合計 - 10

税金等調整前当期純利益 7,334 9,090

法人税、住民税及び事業税 2,396 2,832

法人税等調整額 △45 △80

法人税等合計 2,351 2,751

当期純利益 4,983 6,338

親会社株主に帰属する当期純利益 4,983 6,338

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当期純利益 4,983 6,338

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 11 21

退職給付に係る調整額 △0 △25

その他の包括利益合計 10 △4

包括利益 4,993 6,334

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 4,993 6,334

非支配株主に係る包括利益 - -

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,774 3,054 45,695 △1,211 50,313

会計方針の変更による累積
的影響額

- - - - -

会計方針の変更を反映した当
期首残高

2,774 3,054 45,695 △1,211 50,313

当期変動額

剰余金の配当 △1,438 △1,438

親会社株主に帰属する当期
純利益

4,983 4,983

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 - - 3,545 - 3,545

当期末残高 2,774 3,054 49,240 △1,211 53,858

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

退職給付に係る調整
累計額

その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 1 △1 0 50,314

会計方針の変更による累積
的影響額

- - - -

会計方針の変更を反映した当
期首残高

1 △1 0 50,314

当期変動額

剰余金の配当 △1,438

親会社株主に帰属する当期
純利益

4,983

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

11 △0 10 10

当期変動額合計 11 △0 10 3,555

当期末残高 13 △1 11 53,869

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自2020年４月１日　至2021年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,774 3,054 49,240 △1,211 53,858

会計方針の変更による累積
的影響額

- - 216 - 216

会計方針の変更を反映した当
期首残高

2,774 3,054 49,456 △1,211 54,074

当期変動額

剰余金の配当 △1,503 △1,503

親会社株主に帰属する当期
純利益

6,338 6,338

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 - - 4,835 - 4,835

当期末残高 2,774 3,054 54,292 △1,211 58,910

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

退職給付に係る調整
累計額

その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 13 △1 11 53,869

会計方針の変更による累積
的影響額

- - - 216

会計方針の変更を反映した当
期首残高

13 △1 11 54,086

当期変動額

剰余金の配当 △1,503

親会社株主に帰属する当期
純利益

6,338

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

21 △25 △4 △4

当期変動額合計 21 △25 △4 4,831

当期末残高 34 △27 7 58,917

当連結会計年度（自2021年４月１日　至2022年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 7,334 9,090

減価償却費 378 404

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） △25 20

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 50 △123

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 38 43

受取利息及び受取配当金 △4 △6

支払利息 98 82

固定資産売却益 - △10

売上債権の増減額（△は増加） △996 -

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） - 2,193

棚卸資産の増減額（△は増加） 4,559 10,985

仕入債務の増減額（△は減少） 232 △467

前渡金の増減額（△は増加） △505 484

前受金の増減額（△は減少） 2 254

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） 83 19

未払消費税等の増減額（△は減少） △192 924

その他 510 392

小計 11,554 24,289

利息及び配当金の受取額 4 6

利息の支払額 △97 △81

法人税等の支払額 △3,392 △1,997

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,069 22,215

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △201 △86

有形固定資産の売却による収入 - 28

無形固定資産の取得による支出 - △10

投資有価証券の取得による支出 △6 △108

投資有価証券の償還による収入 - 100

定期預金の増減額（△は増加） 191 90

その他 △72 △8

投資活動によるキャッシュ・フロー △89 7

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △650 △480

長期借入れによる収入 11,460 5,690

長期借入金の返済による支出 △16,152 △13,382

配当金の支払額 △1,438 △1,503

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,780 △9,675

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,199 12,547

現金及び現金同等物の期首残高 21,796 22,996

現金及び現金同等物の期末残高 22,996 35,543

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、連結子会社の融資を

伴う販売用不動産売上については、未回収の債権相当額に対応する販売利益を繰り延べる方法を採用しておりまし

たが、不動産の引渡し時点で支配が顧客に移転していることから、利益の繰り延べは行わないことといたしまし

た。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項

に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認

識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86項また書き(1)に定める

方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の

契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減しておりま

す。

　この結果、利益剰余金の当期首残高は2億16百万円増加しております。また、当連結会計年度の損益に与える影

響は軽微であります。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び営業未収入金」は、当連結会計年度より「受取手形、営業未収入金及び契約資産」に含めて表示す

ることといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度に

ついて新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、収益認識会計基準第89-３項に定める経過的な

取扱いに従って、前連結会計年度に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。

（追加情報）

（保有目的の変更）

　当連結会計年度において、販売用不動産の一部について保有目的を変更したことに伴い、販売用不動産12億42

百万円を有形固定資産（建物及び構築物6億73百万円、土地5億69百万円）へ振替えております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）1
合計

調整額

（注）２

連結財務諸表

計上額

（注）３
不動産

開発事業

不動産

管理事業
建設事業 旅館事業 計

売上高

外部顧客への売上高 62,540 3,162 6,243 994 72,941 47 72,988 - 72,988

セグメント間の内部売上高

又は振替高
16 457 186 11 672 - 672 △672 -

計 62,557 3,619 6,429 1,006 73,613 47 73,661 △672 72,988

セグメント利益又は損失（△） 5,869 898 592 △39 7,321 27 7,348 2 7,351

セグメント資産 71,230 6,102 5,236 1,842 84,411 1,650 86,062 △1,686 84,375

その他の項目

減価償却費 283 4 0 92 380 0 380 △2 378

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額
8,398 0 - 150 8,549 - 8,549 △3 8,546

（セグメント情報）

Ⅰ　前連結会計年度（自2020年４月１日  至2021年３月31日）

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

　当社が「不動産開発事業」、株式会社エフ・ジェー・コミュニティが「不動産管理事業」、株式会社レジテ

ックコーポレーションが「建設事業」、当社及びＦＪリゾートマネジメント株式会社が「旅館事業」を行って

おり、この４つを報告セグメントとしております。

　「不動産開発事業」は、主に首都圏におけるワンルームマンション及びファミリーマンションの開発・販

売・仲介・賃貸、並びに伊豆地域における不動産事業を行っております。「不動産管理事業」は、主にマンシ

ョン区分所有者から賃貸管理、及び管理組合から建物管理の請負業務を行っております。「建設事業」は、主

にマンション等建築物の設計・施工・検査・リノベーションを行っております。「旅館事業」は、静岡県の伊

豆エリアにおいて、温泉旅館「伊東遊季亭」、「伊東遊季亭　川奈別邸」、「玉峰館」及び「清流荘」の経営

を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計処理の

原則及び手続に準拠した方法であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

　セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報
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セグメント間取引消去 57

全社費用 △52

たな卸資産及び固定資産の調整額 △2

合計 2

セグメント間取引消去 △1,657

たな卸資産及び固定資産の調整額 △29

合計 △1,686

固定資産の調整額 △2

固定資産の調整額 △3

（注）１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融サービス事業を含んでおりま

　　　　　す。

２. 調整額の内容は以下のとおりであります。

セグメント利益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

セグメント資産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

減価償却費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

有形固定資産及び無形固定資産の増加額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

連結財務諸表

計上額

（注）３
不動産

開発事業

不動産

管理事業
建設事業 旅館事業 計

売上高

新築マンション売上高 39,766 - - - 39,766 - 39,766 - 39,766

中古マンション売上高 25,174 - - - 25,174 - 25,174 - 25,174

その他 267 3,152 5,371 1,095 9,887 - 9,887 - 9,887

顧客との契約から生じる収益 65,208 3,152 5,371 1,095 74,828 - 74,828 - 74,828

その他の収益（注）４ 7,040 332 - - 7,373 56 7,429 - 7,429

外部顧客への売上高 72,249 3,485 5,371 1,095 82,201 56 82,258 - 82,258

セグメント間の内部売上高

又は振替高
15 426 148 15 605 - 605 △605 -

計 72,264 3,912 5,520 1,110 82,807 56 82,863 △605 82,258

セグメント利益又は損失（△）

（注）５
7,536 882 646 △20 9,044 38 9,083 11 9,095

セグメント資産 70,547 6,287 4,093 1,800 82,728 1,776 84,505 △1,845 82,659

その他の項目

減価償却費 306 3 0 95 406 0 406 △1 404

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額
1,322 2 - 14 1,339 - 1,339 △2 1,337

Ⅱ　当連結会計年度（自2021年４月１日  至2022年３月31日）

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

　当社及び株式会社ＦＪネクストが「不動産開発事業」、株式会社エフ・ジェー・コミュニティが「不動産管

理事業」、株式会社レジテックコーポレーションが「建設事業」、当社及びＦＪリゾートマネジメント株式会

社が「旅館事業」を行っており、この４つを報告セグメントとしております。

　「不動産開発事業」は、主に首都圏におけるワンルームマンション及びファミリーマンションの開発・販

売・仲介・賃貸、並びに伊豆地域における不動産事業を行っております。「不動産管理事業」は、主にマンシ

ョン区分所有者から賃貸管理、及び管理組合から建物管理の請負業務を行っております。「建設事業」は、主

にマンション等建築物の設計・施工・検査・リノベーションを行っております。「旅館事業」は、静岡県の伊

豆エリアにおいて、温泉旅館「伊東遊季亭」、「伊東遊季亭　川奈別邸」、「玉峰館」及び「清流荘」の経営

を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計処理の

原則及び手続に準拠した方法であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

　セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

　（会計方針の変更）に記載のとおり、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31

日）等を当連結会計年度の期首から適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメント

の利益又は損失の測定方法を同様に変更しております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報並びに収益の分解情報
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セグメント間取引消去 153

全社費用 △146

セグメント間棚卸資産及び固定資産の調整額 5

合計 11

セグメント間取引消去 △1,821

セグメント間棚卸資産及び固定資産の調整額 △23

合計 △1,845

固定資産の調整額 △1

固定資産の調整額 △2

（注）１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融サービス事業を含んでおりま

　　　　　す。

２. 調整額の内容は以下のとおりであります。

セグメント利益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

セグメント資産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

減価償却費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

有形固定資産及び無形固定資産の増加額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．その他の収益の主なものは、不動産賃貸収入であります。

５.（会計方針の変更）に記載のとおり当連結会計年度より「収益認識会計基準」等を適用しております。この変

　　更によるセグメント利益又は損失に与える影響は軽微であります。

４．報告セグメントの変更等に関する情報

　2021年10月１日付で持株会社体制へ移行したことにより、報告セグメントの見直しを行っております。これ

に伴い、従来「不動産開発事業」に含めておりました「金融サービス」事業を「その他」に変更しておりま

す。また、全社費用の配分方法について見直しを行っております。これらの変更による各報告セグメントの売

上高及び利益への影響は軽微であります。

　なお、前連結会計年度のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを開示し

ております。
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前連結会計年度
（自　2020年４月１日

至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

１株当たり純資産額 1,648.14円

１株当たり当期純利益金額 152.46円

　

１株当たり純資産額 1,802.55円

１株当たり当期純利益金額 193.93円

　
　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載はしておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載はしておりません。

前連結会計年度
（自　2020年４月１日

至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益金額

（百万円）
4,983 6,338

普通株主に帰属しない金額（百万円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純

利益金額（百万円）
4,983 6,338

普通株式の期中平均株式数（株） 32,685,343 32,685,343

（１株当たり情報）

（注）１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
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（企業結合等関係）

共通支配下の取引等

（持株会社体制移行に伴う会社分割）

　当社は、2021年４月27日開催の取締役会において、当社100%出資の分割準備会社と吸収分割契約を締結する決

議を行い、2021年６月23日開催の定時株主総会における承認を経て、2021年10月１日付で吸収分割を実施し、持

株会社体制へ移行いたしました。また、同日付で、当社の商号を「株式会社ＦＪネクストホールディングス」に

変更しております。

１．会社分割の概要

（1）当社と100％子会社間での会社分割

（イ）分割会社

　　　株式会社ＦＪネクストホールディングス（株式会社エフ・ジェー・ネクストから商号変更）

（ロ）承継会社

　　　株式会社ＦＪネクスト

（ハ）対象となる事業の内容

　　　不動産の企画開発、売買、仲介

（2）企業結合日

　　2021年10月１日

（3）企業結合の法的形式

　　当社を吸収分割会社、株式会社ＦＪネクストを吸収分割承継会社とする会社分割（吸収分割）

（4）結合後企業の名称

　 ・株式会社ＦＪネクストホールディングス

　 ・株式会社ＦＪネクスト

（5）その他取引の概要に関する事項

　持株会社体制へ移行することで、グループ経営機能と事業の執行機能を分離し、強固なガバナンス体制の

構築を図ることを目的としております。

２．実施した会計処理の概要

　　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び

　事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づき、共

　通支配下の取引として処理しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

- 20 -

㈱ＦＪネクストホールディングス(8935) 2022年３月期 決算短信



区分

前連結会計年度
自　2020年４月１日
至　2021年３月31日

当連結会計年度
自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

戸数
（戸）

金額
（百万円）

戸数
（戸）

金額
（百万円）

前年比
（％）

前年比
（％）

前年比
（％）

前年比
（％）

ガーラマンションシリーズ 992 115.5 22,416 99.5 1,074 108.3 31,199 139.2

ガーラ・レジデンスシリーズ 247 181.6 10,853 172.6 275 111.3 10,864 100.1

中古マンション 856 64.4 18,365 56.7 1,201 140.3 32,129 174.9

その他（不動産） － － 53 73.0 － － 128 240.8

合計 2,095 90.1 51,688 84.4 2,550 121.7 74,321 143.8

報告セグメ
ントの名称

区分

前連結会計年度
自　2020年４月１日
至　2021年３月31日

当連結会計年度
自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

戸数
（戸）

金額
（百万円）

戸数
（戸）

金額
（百万円）

前年比
（％）

前年比
（％）

前年比
（％）

前年比
（％）

不動産

開発事業

ガーラマンショ

ンシリーズ
969 114.4 26,006 113.9 1,201 123.9 30,309 116.5

ガーラ・レジデ

ンスシリーズ
173 83.6 7,812 86.7 230 132.9 9,456 121.0

中古マンション 871 58.0 21,484 58.9 1,025 117.7 25,174 117.2

その他 － － 7,237 103.3 － － 7,308 101.0

小計 2,013 78.8 62,540 83.0 2,456 122.0 72,249 115.5

不動産

管理事業
－ － － 3,162 108.7 － － 3,485 110.2

建設事業 － － － 6,243 112.1 － － 5,371 86.0

旅館事業 － － － 994 99.2 － － 1,095 110.1

その他 － － － 47 146.3 － － 56 117.9

合計 － － － 72,988 86.0 － － 82,258 112.7

4．その他

(1）生産、受注及び販売の状況

①　生産実績

　該当事項はありません。

②　契約実績

　当連結会計年度における不動産開発事業の契約実績は次のとおりであります。

　（注）１　上記金額には、消費税等は含んでおりません。

　（注）２　「ガーラ・レジデンスシリーズ」には、共同事業形態によるプロジェクトのうち、当社の持分相当部分を

　　　　　含んでおります。

③　販売実績

　当連結会計年度の販売実績を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　（注）１　上記金額には、消費税等は含んでおりません。

　（注）２　「ガーラ・レジデンスシリーズ」には、共同事業形態によるプロジェクトのうち、当社の持分相当部分を

　　　　　含んでおります。

　（注）３　当連結会計年度末より集計区分を変更しております。なお、比較を容易にするため、前連結会計年度の数値

を変更後の集計区分に組み替えて記載しております。

(2）その他

　該当事項はありません。
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